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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞
・松川　順子様～便秘3日目。主治医へ報告し、ビコスルファート内用液1本処方となる。
また、便秘時のIFオーダーの指示が追加となる。
・袴田　将志様～不穏・興奮時）セニラン(5)1T　5回分処方となる。
・宮古　克弘様～便秘時）センナリド2T　3回分処方となる。
・細越　勝男様～便秘時）センナリド2T　5回分処方となる
・米内　勲様～臨時薬が同内容で7日分継続処方となっている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前1時間の開放観察実施。開放時は書き物をしている。時折他者へ強要することあり。他室侵入あり他者患者様から怒鳴られることあり介入している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～終日隔離中。午前は「早く風呂入れろ、早く水持って来い」とやや口調の荒さみられていたが昼食後より話し掛けに対し穏やかに返答されている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・袴田　将志様～20：00～翌6：00までの時間隔離中。スタッフへ話し掛け多く見られている。妄想様に発言聞かれるも表情に硬さなし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・服部　英喜様～自室にて過ごされている。収集行為なくスタッフ対応穏やか。
・山田　ミヨ子様～ホールにて過ごされている。他者交流見られ話し掛けに対し穏やかに返答されている。
・和田　昌様～ホールにて過ごされている。多弁さありやや気分高揚さ見られている。他者トラブルなし。

・藤井　崇史様～ホールにて過ごされている。不穏さや妄想様の発言なし。他患者様が他室侵入した際に大声で怒鳴りつけることあり介入している。介入後「すいませんでした」と話されている。
・千葉　恒義様～食事は途中から手が止まる為介助して各食全量摂取。バイタルサインの
　　　　　　　　異常や酸素飽和濃度低下なし。覚醒し過ごされており返答も聞かれている。
＜馬渡Dr.診察情報＞

・山地　壽治子様～コントミンの内服タイミングを変更。できるだけ日中の覚醒を促していくようにとの事。

・山田　ミヨ子様～同内容で処方となる。

・小向　清志様～カルコーパ300→200mgへ減薬となる。就床前薬にクエチアピン追加。

　　　　　　　　診察中は自分の妻が浮気をしているといった話をしている。

・宮古　喜久代様～血圧高値続いていることを報告。明日の朝よりアムロジピン(2.5) 1×朝食後が開始となる。

・見付　幸一様～同内容で処方となる。

・宮崎　宏之様～バルプロ酸Na400→600mgへ増薬となる。

